
大学の世界展開力強化事業（平成28年度採択） 大阪大学 取組概要 

【事業の名称】（選定年度28年度・（タイプA-② CAMPUS Asia）） 
世界的健康問題の解決に向けた医学研究グローバルリーダー育成プログラム 
 

【事業の概要】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【交流プログラムの概要】 
本事業は、医学・公衆衛生学分野において、世界的健康問題である生活習慣病、認知症、老化関連疾患の予防・制御に関
する世界的な研究者を、日中韓のキャンパスアジア・コンソーシアムにより組織的に育成する取組である。短期・中期・長期
の多層的交流プログラムと博士課程大学院でのダブル・ディグリーを目指した教育プログラムにより、将来、自国の大学の教
員にとどまらず、他国の参加大学やその他の研究大学の教員、日中韓の公的研究所や国内外の健康関連企業の研究者、
国内の行政機関やＷＨＯ等の国際行政機関の構成員の育成を目指す。これらの人材は、同窓会等を通じてグローバルな
ネットワークを組み、特に東アジアにおける健康問題の解決にあたることが期待される。東アジアでの健康問題の解決は、次
いで少子高齢化が進むとされる中央アジアやアフリカ諸国においても応用できる。 
 

【本事業で養成する人材像】 
世界的健康問題を解決する医学、公衆衛生学領域でのグローバルリーダー研究者 
 

【本事業の特徴】 
大阪大学は、生活習慣病、認知症の基礎・臨床・公衆衛生学研究において世界トップクラスの実績をあげており、国民皆保
険制度のもとで中年期における生活習慣病の減少、健康寿命の延伸を実現した。中国の参加大学は、大阪大学と同様、老
化制御に関する基礎研究や新規漢方薬有効成分の探索において、韓国の参加大学は、国民総背番号制度の基に大規模
な疫学研究とそれを進める上での研究倫理に関してトップクラスの研究を進めている。日中韓の３か国は、仏教、儒教等の
影響を強く受けながら、欧米とは異なる独自の文化を育んできたため、東アジアのトップクラスの大学のコンソーシアムを形
成することで、これらの3か国の特性と共通点を生かして教育研究の相乗効果を図る。学生は、欧米の直線的な論理思考能
力を理解・体得しながらも、調和性・包括性・融合性の観点や柔軟な思考能力を有する、問題解決型の医学研究グローバル
リーダーとなることが期待される。 
 

【交流予定人数】 
 

  ＜タイプＡ－②＞  

   
H28 H29 H30 H31 H32 

日本(Ｊ)での受入 C 4 

K 1 

C 6 

K 4 

C 10 

K 5 

C 10 

K 5 

C 10 

K 5 

中国(Ｃ)での受入 J 4 

K 0 

J 6 

K 0 

J 10 

K 0 

J 10 

K 0 

J 10 

K 0 

韓国(Ｋ)での受入 J 1 

C 0 

J 4 

C 0 

J 5 

C 0 

J 5 

C 0 

J 5 

C 0 



■ 質の保証を伴った大学間交流の枠組形成に向けた取組 

交流プログラムにおける学生のモビリティ  

■ 事業の実施に伴う大学の国際化の状況、 情報の公開、成果の普及 

■ 外国人学生の受入及び日本人学生の派遣のための環境整備 

■ 交流プログラムの実施状況  

 

 

■ グッドプラクティス等 

○ 日本人学生の派遣 5人 

○ 外国人留学生の受入 5人 

〈大学間協定・覚書の締結〉 

１．取組内容の進捗状況（平成28年度） 

【事業の名称】（選定年度28年度・ （タイプA-② CAMPUS Asia ） ） 
 世界的健康問題の解決に向けた医学研究グローバルリーダー育成プログラム 

＜タイプＡ－②＞ 

H28 

日本(Ｊ)での受入 C 3 

K 2 

中国(Ｃ)での受入 J 4 

K  0 

韓国(Ｋ)での受入 J 1 

C  0 

【大阪大学】 

国際教員会議にて、学生のサポートに加え、単位の相互認定、成績管理、学位授与に至る
プロセスを各国、各大学の状況に沿って、合意形成に向けて共通の基準を議論した。国際
教員会議・国際シンポジウム・各研究教室でのセミナーを通じて、教員の交流を行った。ダ
ブル・ディグリーに関しては、博士課程の履修期間の中で相手先の大学に留学し、授業・実
習、研究、学位論文の指導を二国間の大学教員が行い、大学間で合意した基準を満たした
場合に学位を授与する方針を固めた。 

受入・派遣には、キャンパス・アジア事務局を設置し、英語・中国語・日本語が堪能な特任研究員を１名（平成２９年度に特任教員となる
予定）、英語でのコミュニケーションがとれる事務補佐員１名を配置し、留学前の情報提供、申請、日程調整、選考等に関わる留学支援
業務等を行った。また事務局のもとに、留学生サポートセンターを開設し、英語の堪能な事務補佐員を置いて、留学中の詳細な情報提
供、相談、安全管理等を行った。日本人学生の留学生サポーターもそれらの業務を補助した。これらの支援は、本プログラムのHP（日
本語、英語）、メール、電話、面談等を通じて行った。 留学生の居住スペースは、受け入れ教室において確保した。 

平成29年3月15-17日に大阪大学で開催した国際教員会議、国際シンポジウム、各教室のセミナーにおいて、参加大学のプログラム
担当教員らが、各大学のカリキュラム、シラバス、単位、修了要件に関する情報を交換し、本プログラムの計画・取組状況・成果・課
題について発表と議論を行った。国際シンポジウムは、学生、教員、企業、行政機関の関係者も参加し、本事業の周知の契機となっ
た。事業の成果の普及のため、これらの活動はＨＰに公開した。 

〈プロジェクトリーダーの挨拶〉 〈国際シンポジウム〉 〈国際教員会議〉 

①    11月  本事業の教員体制の形成 

②   12月  キャンパス・アジア事務局、留学生サポートセンターの設置 

③ 12-3月   プログラム実施ガイドライン案の作成と改訂 

④ 12-1月    派遣学生の書類・面接試験の実施・認定・派遣、受入学生の書類選考・認定・受入 

⑤   1-3月  事業HPの準備と開設 

⑥      3月  国際教員会議、国際シンポジウム、研究教室セミナーの開催 

⑦      3月   シラバスの草案の作成開始 

⑧   3月   平成29年度の事業計画の立案・確認・承認 

⑨   3月  外部評価委員会の設置 

⑩ 3-5月  留学終了者の報告会の開催・発表、英文報告書、留学先の教員評価等による成績判定 

⑪ 3-5月  報告書の作成と公開   


